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日 242

全臨患者 ･家族集会inTOKYOに参加して

汗水 昇JR

津南の原因究明と治療方法の足立･監合的な津南対策の私立･自分たちの住む折に十

分な医度と福祉をと層い,｢主張と行動のとき｣と老し､昨年の11月17.18日に

東京でtJPC吉成以来初めての集会 ･霞が同行進 ･各省陳情が金田31加盟団体から

大勢の代表が集まり諸行動を行いました.

17日午後から東京 ･六本木の東京コマ旅行会虎で集会がrTわれ､パーキンソン病友

の会は地元東京都支部と近郊の支部から30-A (茨城県支蕃6人)の方々が参加しまし

た.JPCの代表幹事による基調報告では r主張と行動｣と位置付けー今t私達は何を
しなI二けしぼならないかこ又､何を国に社会に訴えてい(かの内容の報告がありました.

会場からの患者 ･家集から､現在の医度制度の矛盾点.最児島の離島套医師の実悪､

透析施設の拡充等の切実の思いで訴えられました.

理想と人間の草薮を措け､明日の日本を本当の豊かさと全ての人々が安心して掌らせ

る社会をと東京アヒ-ルを採決して集会を終えました.

豊1'8日宣伝カーの先導でー各々がゼッケンをつけ団体の凍やのぼりを.持ち月此谷公

国霞門をデモ行進が出発した.まさしく､我が国の市政の中心である官庁街を妻然と行

進しながら.私達パーキンソン病友の会は､道行く人達に手作りのチラilを配り啓蒙活

動を致しました.

酉新店1.丁目交差点を左折し通産省の京を行進のころは:享も通行人も大変混兼する

ところIF-_先頭の宣-tEカーから私達は蓬病患者とその家族_又,身体に障害を持つ者の

団体の日本患者 ･家出 件協議会 (∫PC)です.北は北蕗違､南は九州鹿児島からー

ここ東京･言が閑に集まり､皆さんにご迷悪をお掛 ナしてデモ行進をしています.どう

ぞご理】芹下さいとアナウスされた.

デモ行進も鞍ありの家裁首交差点を右折の転は､同行の誓崇官の溺制で両方Piの車両

が完全にR_トッ7'さえー宣伝カーからは私達は走る事も急ぐ事も出来ませんと､アナウ

スされると,毎年話蓮になる皇居のお掘りに渡るあの rかるかもJの事を息いうかぺな

がら全員が通り抜け無事終了しました.

午後からは､草生.大義ー文部.労帝､建設等に手分けして陳情行動に移りました.

私達_茨嫁県支部から参加した3人は年生省に決まり.先の大会決ま文及び若年性許会
要望書とr若年性パーキンソン病患者の実馬調査報告書Jを携え交渉に参加鼓しました

交渉時同は2時間､人款30人と制報されるなか､∫PCが用意した怠合的な集肩対

策の杜立を求める要望書の内容に応じて内債各局に訴えました.パーキンソン病友の会

が用意した決議文等は･大臣官房に堤出し､2日間の諸行動を煮えました.
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地区別親晦ま読会に参加して

日立市 永井 光 (家族)

北..3地区双陸会に当たり.息は女房の付き添えで参加鼓しました永井です.

この度六月始め君島茂のこ苦労により_終了させまして誠にありがとうございました

さてー当日出席された方々は昨年と一寸もかあった所もなく_ほっと鼓しました.参

加された人も少人東のせいかーカラオケは出ませんでしたが.同病のよしみとでも申し

ましょうか､一､二回しか会っていないのに､古き茨に会った横に話に花が咲き､時の

たつのt,忘れて一味t'二味も違った和やかを一時 (ひととき)でした.

女房等は茅に居るときはt本当に大病人の様なのですが､皆棟と話してる時は､どこ

が病人をのかと思う位です.家へ帰って種々話して居る中で､あの様な集いが､時々あ

ればなんて思った事です.

役員の方々のご苦労を思えばそうも出来ない事でしょう.･･･-1･支部長さんには､.遠方

より出席下され､休漁譲等を詳しく開く事が出来非常に参考になりました.

､第-りに会鼻骨度には一層身体に留葺されまして_亦の集会を楽しみにしております.

ありがとうございました.

東海村 匿名希望 (患者)

五月雨の季節が過ぎて,絶好の好天に安まれた6月3日葎深い奥久悪は大子町の r福

寿芸Jで開催されました.

当日少し選れて到着した私に､幹事役の方から細々と当日の予定についての説明を聞

き.まずは一風呂浴びやっと雰囲気になじんできました.愈々食事の時間になり.初め
て全員顔を合わせた訳ですが､介護者がいないと何一つ出来ない人から､外見には健常

者と変わらない人まで､その症状は便々でしたが､この会環へ来られる人は長いはうな

んですと言う話を園いて､この病気の恐ろしさを実恋しました.

食事後の親睦には全日が参加しー夫 の々田柄の体繋譲や現在実行している事等積極的

な意見の交換が包み尽す事なく本音で蓋り合う事が出来､又_当日特別に出席の支部長

の体集まや世界的な情報等､本当に参考になりました.

乱は､治療を初めてまだ半年余りで症状も割合掛 ､,新米の患者ですが_半年前病名

を聞いた時は､何の事かわからず､つぎの瞬間碍然とし,これから先どうなるのか,

病院はどこがいいのかー手術すれば治るのか､等迷う事ばかりでした.これからも債会

ある度に参加し曹操の.=た亨をいただき､よりよい闘病生活を送りたいと思います.

尚.当日幹事役並びに介護役を引受けて下さった鍵希書の方々に心から那 Lを申し上

げます.
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全国パーキンソン病友の会茨親県支部細

第 1粂 (名添および所在地)

この会は ｢全国パーキンソン病友の会茨城県支部Jと称し(以下 r支部｣と称

する｡)､事務局を茨城県内におく.

第2条 (日的)
支部は茨城県内パーキンソン病患者､その家族､および支部の目的に賛同する

｢般県民が連帯してtパーキンソン病患者の医康､福祉一宏養生清の充実向上_

および社会的敬薫の推進をはかることを目的とする_

第3条 (事業)
前条の目的を達成するため_支苛は次の事業を行う.
(1) 医康､福祉関係者の講演などによる勉強会､相談会の開催.

(2)パーキンソン病体操t発声誹鞍など患者のリハビリテーション活動の普及と

指導.

(カ 療養生活体崇の交涼および親睦のための座議会開催と小束行などのレクリェ

-ション活動.

(4) 会報 (支部だより)の発行.

(5) 県内の鼓索､陣寄書､その他の団体などとの交沫一連等,活凱

(6) その他､支部の目的に沿った事業.

第4条 (構成)
支実刑まー支部の目的た賛同し､所定の手穎きを還て入会したもの (以下 ｢会員

｣という.)をもって祷成し､全都まパーキンソン蘇患者とは親らない.

2､支部の目的に青同じt社会的便宜の養浜や物質餌扶助を行うことを希望する
ものは賛助会長になることができる.

第5粂 (苛帝)
支缶の積だ郡主､支蕃監会､支蕃役員会とし_逝要な地域にはプロッタを設ける
ことができる.

第6条 (支却怠会)
支部患会は支部の最高議決磯昂であって_毎年1回甫催し､次の事項を議決す

る.

(l)活動計膏および請動報告.

(2)予算および決算.

(3) 役員の選出と改選.

(4) 規則の改廃｡
(5)その他の重要な事項.

2_支部法会は支蕃役美食の決定によって支部長が招集する.
3_臨時監会は審議すべき重要な事項が生じた時､または構成員の三分の一以
上が開催を要求した時､支奇兵が招集し､開催することができる｡

4､監会は出席会員をもって成立し､註事は出席会員の遺半ををもって決定す
る.なお委任状はこれを妨げない.
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第7粂 (支部役員会)

支部役員会は麦芽長が招集しー捨金に浸出する議案を作成する.また捨金の決

議に基づ<事項の執行ーおよび迂会に付議を要しない桐 を箸蓋し執行する.

. 2_役員会は二カ月にr同朋 催する.

3ー役員会は必要に応じ良時に開くことができる.また役員の三分の一以上の要

望があれば甫催す冬をとができる･
4.支部役鼻会は浦成員の追半敦をもって皮立し_議決は出席役異の全員一敦を
庶朋とするが､止むを得ない場合は追半丑の賛成をもって議決するものとする.

なお可否同款の時は支蕃長の決定による.

第8条 (役員) LL,I一.
支部には次の役員をおき､捨金から次の捨金までの任務を執行する.任期は一

年とし_再任は妨げない.

(1)支蕃長一名 (5)事務局鼻若干名

(2)討支部長若干名 (6)会計一名

(3)事務局長一名 (7)監事一一～二名

(〃 事務局次長若干名

第9柔 く役異の選出)
前条(1)から(7)までの支蕃役員は支部監会において選出する.

第10粂 (役員の任務)

支蕃役月の任務は次のとおりとする.

(1) 支部長は対外的に支部を代表しー支古の目的を達成するために活動する.

(2)讃支却長は支番長を補佐し_支番長に事故ある時はその任務を代行する.

@)事務局長は支部の日常事務をgL行し､企善を担当する.

(4)事務局次長は事務局長を補佐Lt担当任務を執行する.

(5)事≡務局員は支者の事務を分担してこれをおこなう.

(¢ 会計は支渉の会計事務を担当する.

(7),監事は支缶の会計内容を監査し､その意見を支部諾会で報告する.

第11条 (支古の遷宮)
支許の遷昔に必要な遣手はー会費､寄付金ーおよびその他の収入をもって当て

る.

第12粂 (会費)

会j引ま会費として年百四千円を納入し_入会の賢にはー入会金五百円を納入す

る.賛助会員の会費は一年額一口(五千円)以上とする.

第13粂 (分担金)

支部ま各支部を捨括するr全国パーキンソン病友の会｣にその遷宮分担金とし

て年額一千二百円に会費納入済みの会宗教を乗じた額を毎年納入する.その紳藩

については双方の事務局が協議して､これを決める.
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第14粂 (会計年度)
支部の会計年度は各月四月一日より翌年三月三十一日までとする.

第15条 (雇局)
支古の講話動の広東をあげ､患者_家族に対し療養などの指導をおこなうた

め顎間をおくことができる.聴聞は会貫の推挙によって支部役員会で決定しー

支部長が委罵する.

第16条 (他団件との連等)
支音の目的達成のために_茨城県内の先帝,障害者団休達者協議会に加盟し
他の諸国休と連帯して活動をすすめる.

第 17条 (委任)
この餅 を施行するうえで必要な事項はt支部役員会の議決によって決定す

ることができる,

付則

この兄差別ま昭和六十一年三月二十三日をもって発効するものとする.

付則

この及剛の⊥弥改正は､平成四年三月十五日平成三年度第六回支番役員会にて
議決を達て.平成四年四月十二日より護符する.
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事務局だよ りZiJ22+++L+1+#++++++++#++++ll+L++++彬+L#+++1++Ll+#+#+L++i
■北部地区交琵全国

6月3日へ4E]に大子温点 ｢福寿荘｣にて一泊二日のE]握で患者-家族11名の参

加で開催致しました.

のんびり温泉につかり_夕食後に黄塵親睦交読会と名付け:患者 ･家族の参加者全

員が､現在一番困っている事ー又こうして欲しい事を発言し､私ならこのようにする

と云う､.意見交換をしました.

1県南地区交淀全開

7月12日に第1回と同じ所の ｢柴崎公民館Jにて全国役員の田中氏に講師をお厭

しこ患者-家族21名が姓い開催致しました.今回の集会は参加者各 が々現在服用し

てる藁を持参して一重の劾JT)の勉強し.又 rパーキンソン病の日煮生活の心がけと工

夫｣のビデオを奴賞して､有意義な一日を過ごしました.

℡ 建病テレホン相譲

茨城県建示達では､県より委託事業の轟薪電話和議事業を昨年に引き拭き実施し

ている.バ-キンソン稀は毎週木曜日に担当してこの事業に協力しております.

℡0292-44-4535
毎週 (月)～ (金)9:30-16′'30まで･

/
弼一日赤水戸病院神珪内科の鈴木先生が毎月第2火曜日に電話相譲を受ています
それには_事前に予約が必要です,

■第七回患者

10月3ET～4日にいこいの村 rひぬまJで上記の日赤水戸病院の鈴木先生をお招
きして患者･家族交沫会を開催鼓します.

t会費納入のお顔l

会費未納の方がまだ少しおられます.会の運営のため是非ご入金下さいますようお

掛 1します.尚一軒庶事情事で行き違いがありましたらー悪しからずご了承下さい.

お問い合わせは℡0299-22-5580清水まで.

く編集後記〉

皆さんー今年の夏は例年より宅書に見舞われ体調を崩した方い ､たと思います.お

哀れさまでした.次に今回から会報に投稿用用鼓を折込みましたどうぞご利用下さい
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